
【BMS 専攻シラバス】 

授業科目名 生命倫理・安全 授 業 形 式 講義 

配 当 年 次 修士 1 年次 単 位 数 １単位（15 時間） 選 択 ・必 修 必修  

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 篠原正和 曜日・時限
前期 金曜日  18：00 ～ 19：30 

（5/17 は 15：40-16：40） 

担当分野名 
疫学分野 

担当教員名 
篠原正和、高岡裕、小林和幸、茶谷直人、船戸正久、牧 秀志、坊池義浩 

学習到達目標 医学、医療に関わる倫理、安全について理解する。 

授業の概要 

 

 日付 時間 場所 演習内容 担当者 

1) 4/12 

(金) 

18：00～ 

19：30 第２講堂 研究倫理 篠原正和 

2) 4/19 

(金) 

18：00～ 

19：30 第２講堂 医療情報 高岡裕 

3) 4/26 

（金） 

18：00～ 

19：30 第２講堂 医療安全 小林和幸 

4) 5/10 

（金） 

18：00～ 

19：30 
第２講堂 

患者の自律・自己決定権をめぐる 

倫理学的考察 
茶谷直人 

5) 5/17 

（金） 

15：40～ 

16：40 第２講堂 医学倫理 船戸正久 

6) 5/24 

（金） 

18：00～ 

19：30 大講義室 環境に配慮した実験をおこなうために 牧 秀志 

7) 5/31 

（金） 

18：00～ 

19：30 
第２講堂 有機溶剤を安全に使用する 篠原正和 

8) 6/7 

（金） 

18：00～ 

19：30 第２講堂 
輸血療法の安全性確保とインフォームドコ

ンセントについて 
坊池義浩 

履修上の注意 

（準備学習・復

習、関連科目情

報等を含む） 

履修上の注意： 遅刻、私語、早期退出は認められない。 

準備学習は特に指示しないが、復習についてはその日のうちにすませておくことが望ましい。 

（講師によっては、講義レポートを求めることがある） 

参 考 書 講義の中で適宜示される。 

成績評価方法 

と 基 準 

講義への出席状況およびレポート提出により総合的に評価し，評価が６０点以上となったものを合格

とする。評価の目安は，講義の内容を十分に理解して知識を取得し，意欲的に講義に参加したと判断

できる場合を“優”，その中でもさらに優れたものについては“秀”，講義の内容はよく理解したが、

積極性が十分でないと判断できる場合を“良”，講義内容について最低限の基礎知識は習得したと判

断される場合を“可”とする。 

備 考 
（メールアドレス） 篠原正和（代表者）： mashino@med.kobe-u.ac.jp 

（オフィスアワー） 篠原正和（代表者）： 月曜日 17：00～19：00 疫学分野研究室  

 


